




 

〔はじめに〕 

 筋ジストロフィー病棟における患者の移動には抱きかかえ作業等が原因と思

われる種々の問題が山積されている。筋力が低下していくこの病気にとっては、

看護者の手をかりなければ、ベットの昇降も出来ないのである。ベットと車椅

子の高さが違うために介助を要するのである。これはすべて看護者による抱き

かかえ作業によって行われる。またこの様なベット昇降介助の大半は朝夕行な

われ 3～4名のスタッフで 30 名以上の患者を介助しなければならない。 

 これらの作業は、患者に不安感や苦痛を与えることも多い。又看護者の腰痛

の原因などにもなり患者、看護者両面にとって改善されなければならない問題

であるがしかし、患者移動用の適当な機械器具の十分な検討がなされていない

のが現状である。そこで我々は資料や他施設の訪問や実際に開発されたものを

使用しこれらの利点欠点を検討し、患者にも安楽で看護者にも容易に操作出来、

そして経済的にも安価な機械器具の作製にとりくんでみた。 


